
（別紙３）

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 16 （回答者数）
12

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

〇導線がわかりやすいよう床に印などをつけ視覚支援等を

行っている。また、身支度等、ルーティン化できるような声

掛けや自立課題を自分で選択できるよう環境を整えている。

2

〇引き渡し時に学校や保護者との情報共有を図っている。見

通しのできる声掛けや掲示物での視覚支援等を行い本児が安

心して活動に参加しやすい環境や子ども達に合わせた支援を

行っている。

3

〇活動を通し子ども達、一人ひとりが得意としているものを

観察し、職員間での情報共有と活動内容の充実化を図ってい

る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

〇毎日は難しいと思うがまずは、曜日を決め振り返りやミー

ティング等を行っていきたい。

2

〇知識やスキルアップにつながる日々のミーティングやアド

バイスを行っていく。

3

〇事業所周辺の避難場所や事業所に繋がる緊急連絡先等の書

類作成を行い保護者に配布していく。また、訓練時の内容を

SNSや自宅への引き渡し時に伝えていく。

〇前日の活動内容や関わり方などの振り返る時間を設ける 〇日々の業務が優先してしまい、活動内容や関わり方などの振

り返る時間が取れていない。

〇離職者により人員不足でとれる利益が取れないことや業務内

容が優先になってしまい活動準備が厳かになっている

〇子ども達に対しての知識やスキルはあるが現場での対応が追

いついておらず、入社してからのギャップも多かった。

〇現場での経験値が少なかった

〇防災訓練等を行ってはいるが、あまり保護者に周知されてい

ない。

〇引き渡し時に活動内容を伝達していたが、送迎人数が多い

為、短い内容での様子伝達しかできていなかった。

〇個々に合わせた支援内容や声掛けで子ども達のペースに合わ

せた支援ができている。

〇共通した声替えにより子ども達も気持ちの切り替えができ

る。良かった声替えや見本となる声掛けを職員間で共有しなが

ら意識した声掛けを行っている。

〇個々の強みや得意な事を引き出し製作物や街市の商品作成を

行っている。子ども達の自信や達成感を繋げている。

〇普段から子ども達の好きなもの得意なもの、今は待っている

もの、ことを見つけるように意識している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

〇 広いスペースの中で子どもたちが体を思い切り動かせるこ

と、また、部屋数もあるため、個別支援や勉強など集中して支

援を行える環境が設定されている。

〇常に整理整頓された環境と視覚支援を取り入れながら子ども

達が考え自立して行える環境を作っている。

○事業所名 放課後等デイサービス　HAPPY WORKS大塚校

○保護者評価実施期間
2026年　2月　10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　2月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


